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中
関
学
識
法
訴
訟
に
お
け
る
職
権
と
司
事
者

「
制
初
出
あ
る
一
日
間

(
己
主
E
d
一
民
主
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H
2
2臼
)

」

主き

河

弐

「
パ
、
〆
ヂ
ク
一
円
ン
め
出
品
代
的
恒
足
L

の
議
論
か
ら

ブ
ン
ー
ス
の
九
羽
川
へ

ブ
ン
ー
ス
と
職
権
の
関
係

司
包
の
所
作

つ
』
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-
ゆ
瓦
)

に
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瓦
主
u

水

野
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ミ見
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問
哩
の
設
定

一
六
世
紀
の
口
、
マ
法
文
献
フ
レ
ー
ズ
の
成
軌

カ
ノ
ン
法
文
献
ト
ぉ
ド
ノ
る
議
論
の
持
移

当
初
の
議
抑
的
評
価
と
凶
世
紀
以
降
の
蛍
化
同
ω
一一戸凶

訴
権
の
訴
訟
卜
の

旨
設
と
職
権
の
関
与
ー
l
H
N
H
凸

(
以
上
、
本
号
)

ま
ーバ

ハ
ひ
巻
五
号
)

，" 

査章l 2 市:

一
有
世
紀
の
ロ
ー
マ
法
文
献

フ
レ
ー
ズ
の
成
熟

一
ー
ハ
世
紀
以
降
の
論
者
は
中
世
の
典
拠
と
し
て

7
ソ
/
ゲ
ル
ス
ト
と
ヤ
ソ
ン
を
引
用
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
人
が
フ
レ
ー
ズ
の
創
始
者
ー
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
ロ
次
章
で
は
、
中
廿
後
期
の
カ
ノ
ン
法
t

止
献
に
お
い
て
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
議
論
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
、

フ
レ
ー
ズ

に
い
か
な
る
役
割
が

7
え
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
c

そ
の
際
の
枚
討
汁
象
は
以
卜
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
る
t

中
世
学
識
法
F

了
に
お
け
る
フ
レ
ー
ズ
の
先
行
研
究
は
せ
い
ぜ
い
概
説
書
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
現
時
点
で
は
そ
れ
ほ
ど
の

T
が
か
り
は

一つ
』

什
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、

7
ン
ゲ
ル
ス
ー
と
ヤ
ソ
ン
の
叙
述
が

7
レ
ズ
に
つ
い
て
の
解
釈
論
で
机
拠
卜
と
し
て
挙
げ
る
法
『
止
で
あ
る
救
U
〒
イ

ン
ノ
ウ
ン
一
ア
ィ
ウ
ス
二
世
(
位

九
八

の

一
九
八
年
の
紋
皇
令
同
戸

ζ
い
、
な
ら
び
に
そ
れ
と
密
按
な
関
係
を
持
つ
と

ー」
ノ、

解
さ
れ
る
教

M
ア
レ
ク
サ
ン
テ
ル
コ
世
(
依

A 

σ〉

一
七
九
年
の
教
県
令
パ

ω
一
止
に
関
す
る
、
所
釈
・
注
解
今
一
枚
引

五
九

す
る
こ
と
と
す
る
{

フ
レ
ー
ズ
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
一
」
の
一
つ
の
法
文
に
は

か
ら
惚
数
の
訴
権
が
導
か
れ
る
場

「
一
の
事
実
{
カ
ウ
サ

メ斗
u 

に
お
け
る

7
孔
耐
え
の
対
象
の
特
定
一
と
い
う
問
題
設
定
が
共
通
し
て
見
出
さ
れ
る
。

)
〈

ω予
]
P
N

は
フ
レ
ー
ズ
の
山
且
授
の
根
拠
法
文
と
し
て
、
一
百
世
紀
の
ア
ン
ゲ
ル
ス
や
ヤ
ソ
ン
は
証
的
、
「
パ
ン
デ
ク
一
ア
ン
の
現
代
的
慣
用
」

1'1:' 
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期
の
著
作
に
お
い
て
も
恨
拠
と
し
と
'
吊
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
当
怯
文
に
関
す
る
注
釈
・
注
解
に
は
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
記

載
が
ほ
ぼ
常
に
見
出
さ
れ

詰畑山占、の

「
フ
レ
ー
ズ
自
体
の
効
巣
」
に
つ
い
て
の
解
釈
論
の
推
移
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
つ

i'2'1 

に
つ
い
て
は
、
先
行
附
究
が
職
権
の

も
う
一
つ
の
論
点
「
フ
レ
ー
ズ
と
職
権
の
関
係
」

「
訴
え
の
対
象
の
特
定
」

へ
の
関
与
に
つ
い
て

-
一
分
な
情
報
を
ワ
え
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
原
告
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
と
裁
判
官
の
職
権
行
伎
の
関
係
に
つ
い
て
本
稿
で
明

の催
壬司.

ptl(; 匂二

市首 結
の論
絞を
と示
なす
Jつ'

たシ

同 J土
E¥♀ v司会

九σ〉己
F 

』一 hム

H最1い
り
上
げ
る

と

し
寸，.

し、

以
下
で
法
今
伎
の
検
討
の
準
備
と
し
て
、

カ
ノ
ン
伝
学
に
お
け
る
訴
権
問
一
不
f 

" 
H 

F千
戸

) 

W 
~ 

門

岡
田

】

" 、J

一
世
紀
半
ば
ま
で
の
カ
ノ
ン
法
予
の
動
向
を
抜
っ
た
先
行
耐
究
は
、
一
訴
権
問
一
不
に
お
け
る
訴
権
の
名
称
の
必
安
性
い
か
ん
H

一
ホ
の
形
態
」
に
関
す
る
カ
ノ
ン
法
学
の
議
論
の
軸
と
し
て

vE
ご
v

を
位
置
づ
け
る
。
そ
の
説
く
と
一
」
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
法
ー
止
を
め
ぐ
る
様
々

「
訴
権
問

中 ~t学説法司F訂~i おける峨梓と、[í 事者': 2・完)

な
議
論
を
経
て
、
二
二
世
紀
初
め
以
降
一
日

1
7
的
訴
比
四
開
示
の
原
則
卜
と
さ
れ
る
」
訴
は
慢
の
名
称
の
表
示
の
必
要
性
は
一
台
{
た
さ
れ
、
事
実
f

ヵ

の
表
示
で
十
分
と
い
う
形
に
収
数
す
る
こ
と
と
な
る
。
口

1
7
法
上
の
訴
権
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
事
実
を
調
べ
よ
と
い
う
本
法
文

c; 

サ

け

1
7
的
な
桐
別
的
訴
権
の
カ
タ
ロ
グ
の
玄
味
を
失
わ
せ
、
当
事
者
は
事
実
に
机
拠
づ
け
ら
れ
た
請
求
を
提
示
す
れ
ば

l
分

と
い
う
「
近
代
的
」
な
あ
り
方
へ
と
移
行
す
る
大
き
な
裂
燃
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
主
た
。

珂

ω匂
一

(
d

片
H

、

の
問
題
に
と
と
ま
ら
ず
、
「
一
の
事
実
石
川
ウ
サ
)
か
ら
複
数
の
訴
権

が
導
か
れ
る
場
ム
門
」
に
お
け
る

7
払
え
の
対
象
の
特
『
江
」
を
も
詳
細
に
論
ヒ
て
い
た
木
法
『
止

H
F
]
忌
で
も
こ
の
問
題
が
取
り
折
れ
れ
て

し
か
し
、
中
世
午
訟
法
学
の
議
論
は
一
」
の

「
訴
権
開
一
不
の
形
態

通

】

、

し

Zそ
の
い
汁
解
で
は
V
A
N
]
(
Y
N

か
多
く
の
著
作
で
参
照
さ
れ
、

フ
レ
ー
ズ
に
よ
る
場
台
を
含
め
職
権
に
よ
る
処
理
が
企
一
蹴
に
置
か
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
先
行
研
究
で
は
、
本
法
文
は
職
権
に
よ
る

7
誹
え
の
対
象
の
特
定
一
や
そ
の
恨
拠
た
る
事
実
に
つ
い
て
の
介
入
を
正
当
化

す
る
恨
拠
と
し
て
位
以
直
付
け
ら
れ
て
き
た
ロ
以
下
で
は
、
本
法
文
に
つ
い
て
の
解
釈
論
を
方
/
ン
法
学
に
お
け
る
一
詐
権
開
示
、
一
詐
権
の
訴
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バ
装
し
軍
勢
を
伴
っ
て
叶
2
2
A
戸
]
]
【
己
口
与
修
道

ιの
カ
ス
ト
ゥ
ル
ム
」
羽
れ
、
修
道
院
の
地
一
附
に
お
い
て
穀
物
に
放
火
し
、
人
々
を
捕
え
、

殺
人
を
犯
L
、
他
に
一

0
0
0
ル
ッ
カ
リ
ブ
一
フ
の
揮
官
そ
日
、

x、
さ
ら
仁
多
数
の
者
そ
殺
害
L
攻
撃
や
行
っ
て
、
上
日
止
の
修
道
院
に
出
害
を
h
J

え
る
一
戸
」
を
区
っ
た
。
原
η
口
μ
こ
の
こ
と
、
そ
L
て
被
告
た
ち
に
つ
い
て
提
不
し
よ
う
と
与
え
る
そ
の
他
の
こ
と
ー
い
っ
い
ど
も
同
校
に
、
正
義

が
自
ら
に
な
さ
れ
る
よ
う
詰
ボ
L
た
亡
原
告
に
対
L
て
宇
古
決
定
の
前
に
、
抗
弁
円
形
式
で
反
対
当
事
者
[
被
f

口
]
か
ら
、
以
「
の
返
谷
が
み
伐

さ
れ
た
。
大
修
道
院
長
[
原
告
は
向
ム
旬
、
そ
れ
ら
の
員
放
た
ち
に
刻
し
て
官
省
を
伴
っ
て
以
卜
の
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。
つ
ま
り

彼
ら
が
カ
ス
ト
ゥ
ル
ム
・
ヴ
ィ
ラ
そ
の
他
の
抽
所
に
持
っ
て
い
る
も
の
を
保
持
ず
る
よ
う
向
、
そ
し
て
彼
ら
が
そ
の
内
の
何
れ
か
の
も
の
を

虫
失
す
る
な
ら
ば
悪
意
も
好
計
も
な
〈
そ
れ
を
恥
り
戻
せ
る
よ
う
い
、
助
ん
す
一
ゐ
と
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
守
口
内
亜
芯
宇
と
票
力
に
ょ
っ
と
貴

族
た

ιは
、
先
祖
か
ら
保
持
し
て
い
自
ら
も
平
税
に
占
有
し
と
い
た

2
2
2
の
力
ス
ト
ゥ
ル
ム
を
詐
常
的
に
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
、
(
当
該
カ

ス
ト
ウ
ル
ム
に
つ
い

C
大
修
道
院
長
は
、
貴
族
た
ち
に
よ
る
反
亘
王
る
返
還
の
求
め
を
拒
絶

L
た

ご

)

被

f

口
は
原
芦
の
諸
日
に
返
谷
す
る

前
に
お
己
主
目
的
カ
ス
ト
ゥ
ル
ム
が
」
自
ら
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
を
請
求
す
る
」

(
A
つ
)
M
M
L
一
。
「
-ee---多
く
の
者
が
そ
う

L
が
ら
な
の
ご
あ
る
が
、
い
か
な
る
訴
惟
が
提
起
き
れ
て
い
る
か
が
一
細
か
に
調
べ
た
り

L
な
い
よ
う
一

層
配
慮
せ
よ
し
か
し
て
、
諸
々
の
カ
ノ
ン
の
形
式
並
び
に
申
な

ω
教
父
た
ち
の
発
し
た
諸
規
定
に
従
つ
亡
、
甲
純
か
つ
純
粋
い
事
実
そ
の
も

の
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摘
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=
先

北1生町J(6'63)1455 



ミ見

行
研
究
が
何
れ
も
二
二
世
紀
以
i
ば
ま
で
で
止
っ
亡
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
九
内
つ
い
て
は
判
然
ー
と
し
な
い
コ
一
一
一
亭
2
で
は
中
間
後
期
の
カ
ノ

ン
法
学
の
動
向
に
つ
い
て
若
丁
の
検
副
を
試
み
る
こ

(
自
)
水
野
「
西
洋
中
世
に
お
け
る
訴
は
惟
の
訴
一
訟
上
の
立
者
」
を
参
問
。

(
り
)
フ
レ
1
Z
の
校
拠
法
文
:
一

L
て
ー一
本
耐
究
が
取
り
上
げ
る
同
ご
D
h
も
、
「
一
の
}
サ
実
一
カ
ワ
サ
)
か
ら
複
数
の
訴
権
が
専
か
わ
れ
る
場
合
」
の

解
決
刊
束
、
と
し
て
フ
レ
ー
ズ
を
付
置
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
G

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
一
r
}
1
で
詳
論
さ
れ
る
。

(
川
町
)
出
町
庄
司
ぬ
九
円
一
三
一
三
一
ミ
河
川
ゆ
E
叩
ω
y
z
c
ヨ
ω
a
c
『
汗
ガ
『
G
N
ぬ
P
ヨ
包
ヨ
ヨ
」
勾
ヨ
叩
4

U

A

A

出
凶
叩
ω
3
2
コ
N
一
C
『
斗
々
2
竺
一
々
プ
そ
コ
勺
『
G
N
n
u
E
T
ι
出
一
恒
品
コ
会
)
河
コ
〔
凶
作

E
E
H
了
/
ざ
一
E
E
ロ
E
r
E宮
内

E
F
N
-
E
F
M
E
N
F
E
-
-
E
(
2
2
Y
ソ
ム
E
L
E
Z
】
主
主
一
一
目
当
山
を
参
照
c

話
、
R
d
F
E
-
-
一
1
4
1
5
z
一
日
山
戸
一
ロ
ム
中
で
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
や
フ
レ
ー
ズ
ー
と
の
関
連
性
が
指
抗
さ
れ
て
い
る
i

，" 

市:

カ
ノ
ン
法
『
叫
ん
献
に
お
け
る
誠
論
の
推
移

ム
世
紀
ま
で
の
力
ノ
ン
法
文
献
に
お
け
る
一
つ
の
教
皇
令
、

鮮
を
検
討
す
る
c

検
討
対
象
と
し
た
の
は
以
下
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

木
章
で
は

ほ
ほ

世
紀
か
り

ゾ
〈

ω
-
c
h
と
珂
ω
-
E
へ
の
庄
釈
・
注

×
印
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
当
該
法
文
に
つ
い
て
の
叙
述
を
欠
い
て

い
る
こ
と
を
示
す

イ
ン
ノ
ケ
ン
ア
ィ
ウ
ス
四
世
P
H
5
2
0
コ
F
E
z
-ィ

一二

0
0以
斗
飢

凶

二
門
戸
C
E
=
ρ
E
ハ
「
手
』
{
フ
ロ
日
』
ハ
E
-
E
E
(叶
E
E
】
訓
Z
H

一

ホ
ス
ナ
イ
工
ン
シ
ス

F

ヘ
ン
リ
ク
ス

-
f
・
セ
ク
シ
オ
~
玉
。
2
5
5
5
2
0
2
=
2
ψ
色
。
r
m
c
巴
。
)

山
区
5
5
m
w
(
円
十
〈
。
=

一C
ハ〉頃

七

-日い叶

Z
乍

za--〔υThyhw一命コ一泊四日

リ

ベ

ル

-

Y
ク
ス
卜
一
ブ
摂
准
注
釈

C
E
r
c
』
己
E
E
5
5
「
F
2
何

yEmw)

「
旬
。
コ
戸
山
お
戸

北法印(6.64)1456 



In....d
町
retali
l1m
libr
l1m
 C
ulllmentaria

，
 (Veneclig 

1
5
8
1
，
 N
a
r:h
d
r
l1r:k
 T
l1rin 
1
9
(
5
)
 

性
?
く
!
ト
、
c
Hλ
入
κ
(
ぐ
九
二
?
れ
?
く
・
ト
Jジ
ト
ム
守
で
}

Tn 
qllinqll
ぞ
口
eCl
引
a
l
i
u
m
libros 
novella c

o
m
m
e
n
t
a
r
i
a
 

l' 
e;l";::::) 

ム，J
O
!s;-
1
 

(J
o
h
a
n
n
ぞ
s
A
n
d
r
e
a
e
.
 

n
π
ζ
，
\
長
?
ぐ
・
ト
入
ニ
ム
.
.
.
.
i
~
H

(
ν
c
n
c
d
i
g
 1
 fi符
1
.
N
8
じ
h
d
r
u
c
k
T
u
r
i
n
 
1
9
6
:
-:1) 

S
l1p
e
r
 sec
l1
nclo 
libro c1
ecretalium. 

(
M
a
i
l
a
n
d
，
 14
7
8
)
 

(Balcl
l1s
 de U
b
a
l
d
i
s
)
 

亡
三
き
L
む
?
く
ー
!
ト
・
む
て
τミ
ト
、
κ

s
u
p
e
r
 s
e
c
u
n
d
o
 d
e
c
r
引
alillnl.
(
L
y
o
n
 

;
 J守
け
llra
allrea 

ど
~
τ
ミ
ト
く
・

1ト
ト
入
R
爪
ヘ
(Petrlls
de 
A
n
c
h
a
r
a
n
o
.
 
1
 11
1
1
1
1
'
~
-
1
巴
1
1() 

1
5
1
8
)
 

Dccrcl81il
ょm
じ
(
jm
m
c
n
l
a
r
i
i
.
(
V
c
n
c
d
i
g
 1fi7H
，
 

;
 SU
p
C
I
 

1IIII'<
fE¥-
1
 E;:
C)";::::) 

ト
λ
ム
d
.:..'K
ト
・
1ト
ム
P
令
(Ar
山
nius
d
c
 Bulri

(j 

N
a
c
h
d
r
u
c
k
 T
u
r
i
n
 
1
9
(
7
)
 

praelectiones. 
(L:'l
o
n
 
15-19) 

;
 I
 
n
 l)
肘
retalium

libros 
3.:C

)
~
耳目)

I，A
e
g
i
d
i
u
s
 d
ぞ
R
e
l
l
a
m
e
r
a
.
 

トt..J':t1
-Iト
、
ー
ト
K
・
fト
て
1ト
ス
iト

;
 Sllper 
s
e
ο
u
n
d
o
ぞ
t
tertio deeretaliunl 

ト
ト
，
¥
qヤ
ト
く
も
K
.
if、
ヤ
て
」
ス
:
:
.
.
"
'
t
'
く
(
F
r
a
n
c
i
s
c
u
s
 d
e
 Z
a
b
a
t
肘
1is' 
1
 111
く
と
)
-
1ヨ
1
心
)

(
ν
c
n
c
d
i
g
 1fiO::!) 

D
e
c
r
e
t
a
l
i
u
m
 lib 

C
o
m
m
e
n
t
a
r
i
a
.
 se
l1 
m
a
v
i
s
 L
e
c
t
l1
ra in 

Ee'l
110 

同
ー

ム
!
日
ふ
JI

町
三
，
\
ト
ヰ
;
-
<
.
卜
・
ト
~
，
れ
O
o
h
a
n
n
e
s
 cle 
I
m
o
l
a
 

r
u
m
 (
L
y
o
n
，
 15-19) 

hu寸一(山むむJC)U4Jγ

じ
(
jm
m
c
n
l
a
n
a

く
¥
ー
さ
げ
仏
代
子
<
('1 
¥
 n
 Iト
c
~
K
.
i lト
ム
心
ト
ト
<
).t-
K
)
 
(Pan

(jrmilanu
ぉ
(~iωl

白
川

dc
T
u
d
c
s
c
h
i
s
)
.
 
11 
<
 
，:::: 
ヨ
回
岡
、

vcl 
lc
じ
lura
in 
q
u
i
n
q
u
c
 D
c
c
r
c
l
a
l
i
u
m
 lib1

り
お
(Lyr
川
1
5
2
1
)
 

In 
ali
Cjl1
0t 
sing111ares 

et 
i日
p
r
a
x
i
111crosissimos titulos 

D
e
c
r
e
t
a
 

(Soccin
i. 
M
a
r
i
a
n
o
.
 
1
回
D
l
-
l
ヨ
←
〈
斗
J)

7¥
ヘ
キ
ヤ
1]
・
;
-
.
-
=
，
ト
ヘ

(
 )
く
X.L
，l
，ti
，
X.L
，1I
1，21 

{、
X
X.2
，1
 
β
，
 X.2
，
 
1
日，
2
)

7
¥
A
昨
日
ト
ー
ト
¥
;
lv1a
riani 
S
(jcini 
s
u
p
c
r
 Dccrclalcs lracLalus. (

L
y
o
n
 1
5
4
7
)
 

(
F
r
a
n
k
f
u
r
t
 
1
 
:")83) 

lillnl 

{川w-N)1叩且??』桂

gA
司小一ヰぷ川首山相、dmt朴主十「T



百三EU・55出科

Decretιilium 
p
r
a
e

r:lari~~ima r:u
m
m
e
n
b
r
i
a
 

。
巴
~
~
)

ト
入
シ
ー
ム
ド
ト
く
・
工
会
之
1ト
、
ー
む
ト
<
;

(
A
n
d
r
e
a
~

， B
a
r
b
a
t
i
u
$
.
 
1
 g: 
C)
け
-1
巴

(
X
 X.2.1.
日
X
.
2
，1
0
，2) 

(1 
:")日目)

得'~E 
"
.
c
 

!日
Upl!I

お
C
じ
u
n
d
け
libIυDccrclaliulll

|
ヨ
1
<
~
-
1
 gr<
k==.¥<'1() 

(Fl
訂
l
C
l:';CU
自
主
ccol
Li::;・

ト
ト
入
社
ト
く
も
ト
〈
・
ト

ト
>
n
弐

1ト
、~
K

(x X
.
2
，1 
0
，2j 

(
B
o
l
o
g
n
a
 
1
4
8
1
)
 

;
 Cu
m
m
ぞ
ntaria
Felini 
S
a
n
d
e
i
 in 
V. lib

日
守
"
ぞ
tali
l1
m

(
R
a
~
ぞ

l
ト，..:，
，::，I><，
K
 
キ
r¥
ト
む
K
(
F
e
1i
n
l1
s
 S;:
引
l
d
e
l1
s
.
1
三
巴
ヨ

1
 "
'
.
U
I
I
!
 

(
x
 X
.
2
，10
，2') 

1
5
6
7
)
 

(
x
 X
.
2
，l
O
，2) 

ln 
O
c
じ
rclalc

ぉ
C
け
III
【llcnl3rl

臼
(
L
y
o
n
1
5
H
1
)
 

{
'
川
同
¥
ド
(
)

(Filippo D
c
c
i
o
.
 
1
巴
同
国
一

ト
、
子
、
ト
K
・
1ト
4ヤ
む
K

In 
s
e
c
u
n
c11.1
m
 D
e
c
r
e
t
a
l
i
u
m
 l
i
b
r
u
m
 c
o
m
m
e
n
t
a
r
i
a
.
 (
V
e
n
e
c1
ig 
1
5
8
6
)
 

り
ollannes

F
r
a
n
c
i
s
c
1.1
s
 Ripa) 

町
三
r¥J
トヰ
Fく
ト
ト
λ
吠
K
糸
円
七て

(
X
 X
.
2
，1
，6. 
X
.
2
，1
0
，2) 

斗Pâ{;-r:，;J~~
ト
ム

_'CK~己
ニ

(\ÁJ
宕
'
-
1
マ
ヘ
斗
」
い
規
制
j

二
時
〕
主
ム
て
公
平
J

，否
二
子
斗
そ
ご
，
-
-
0
~
岬
吋
1"
:1
イポ
¥'';'2
C
i己
ム
ニ
小
r.\iil~号」
ε
E
 

¥Vetzell: 
S
v
s
t
e
m
.
 S
.
5
2
1. 
11
.
4
己
主
'
ト
ム
_
'
Cl
"
{
之
さ
干
'
"，-+ G
 1<Kさ[t:~.~軒;，~

~
Ù
'
ポヤ-6

..;:;":'2，..l.J
-.Jい

F
罫
~
:
'
j
山
」
唱
ぷ

J
三
?
守
マ
ー
I
\
九
ム

)-'1""叫
c

1
 ~ +' <C-
G
':
C
吋
口
ト
G
1時
九
六
、
紙
芋
{
r
u
:
(
 右
往
年
射
程
七
-
.
J
j--'二時

(Fick
ぞ
r
，hl

1ill~; 
F
o
r
s
r:
h
l1
n
g
e
n
川
r
Reichs-

l1
n
d
 Rel'htsge 

E
L
 a
d
 h
o
仁
p
r
o
p
υ
n
o
臼
じ
い
り
nc
【n
in 
Ia
d
u
m
，
 qU
3
C
 dc
ぉ
ccndil
c
x
 

schichlc llalicn::;
日
d.4

(
~
a
c
h
d
r
u
c
k
 
19ti1j
，
 S.
2
5
2
 i己，~

C
=tT
EE") 
"
 

rc 
iudic
臼
l臼，
cl 
3d!υnClll 

Cλ::;
Li
p
u
l
a
l
u
仁
L
p
n
ぉ
cr!p
l1メ
vcrbi

お
in
Ia
d
u
m
メ
ubsidi3ri

臼
m
cl 
L
n
l1じ
λ
1"13111.
cl
じり
ndi
じ
l
w
n
c
m
c
λ
l
c
g
i
b
u
s
 cl 

e
x
 privilegiis

，
 et 
ufficium iuclicis

，
 et 
o
m
n
e
 ius m
i
h
i
 c
o
m
p
e
t
e
l1
S: 
et 
si 
C[
uid cleest 

in 
accionib

1.1
s
 proponenclis

，
 sa
l
v
o
 i1.1
re 
a
c1c1
endi 

E
摘。
~
G
b
;
1
型~~:[L.).，:
-
)
い
軒
壬

mlltandi. minll
守
ndi
，ぐ
orrigendi

d
e
 illt"e
 et 
fa
け
0
，
in 
Sllppl

ぞ
m
守
ntllm
II
↑↑
lClllm 
v
守
strllm
i
m
p
l
o
r
o
 

1
 'l(~~~~冨

1
1
0
+
'
:0，泣)

(Pilliu
ぉ

日
c1l
3;
p
r
o
c
c
d
i
m
c
n
L
o
 civilc

，
 p.
7
9
，
 n.1til 

~~:::...-..やト〈



，J
 

"
p
r
o
p
o
n
o
 o
m
n
e
 ius 
c
o
m
p
e
t
e
n
s
 mihi" vel 

ita 
"et 
si 
Cj
ui
c1 
cleest". 
E
t
 s
u
n
t
 
Cj
ui
c1
a
m
，
 Cj1.1
i
 ita 
simpliciter 

a
d
m
i
t
t
u
n
t
 v
e
r
b
a
 actoris circa 

桂ぎ
ぞ
dition

ぞ
m
a
c
t
l
o
n
u
m
討
il
icet
“p
r
o
p
o
n
o
 o
m
n
ぞ
illS
m
i
h
i
ω
m
p
e
t
e
n
s
"
 nulla f

a
c
t
a
 m
ぞ
ntlone

叩
ぞ
く
'ialium
a
c
t
i
o
n
u
m
 .......Sed 

n
o
n
 b
e
n
守

4
 
さ

d
山
nL"
(ld
，; 
P
，l
，
 S6) 

が
弓c::'-'¥ 
山
主
ニ

首地提唱ト車モト (g 

何榊4件

い
ニ
岬
(
B
e
r
g
m
a
n
n
，
F
r
i
e
d
r
i
c
h
 Christian: Pillius

，
 Su
m
m
a
 c1
e
 on
l
i
n
e
 iu
c1
i
c
i
o
r
u
m
 (1842

ト~achclruck
1
9
G
5
)
，
 P.1
昔
引
e>
ペ
当
F

刊C
o
n
s
u
e
v
e
n
l
n
t
i
n
s
u
p
e
r
 boni advocati 

et 
sapient

ぞ
ろ
り
irca
fin
ぞ
m
libelli 
inser
ぞ
"e
“お
alvo
eo
，
 si 
plus dic

ぞ
re
voluero" vel

“
res
引
V
a
t<l

mihi liccn
Li
a
札
仰
い
お
Lalc
a
d
d
c
n
d
i
 u
s
q
u
c
 a
d
 s
a
c
r
a
m
c
n
L
u
m
 c
a
l
u
m
n
i
a
c
，" 
E
L
 h
υ
c
 l
u
l
u
m
 iudiccs 

，.山

，
 ，ψ
r
 
1
謡
EE4:徒三:;

J
 s
'
但
詰
g
:
$
:
申
ユ
〉
や
み
ま
特
-
.
J
¥J
ユ
叫
」
会
-
.
J
"
y
'=".:..' 
tく
さ
，

r
s
.
:
~
押
土
廿
平
J
ト
ム
Tく，

，
詔
」
い
之

{!:I~.(~*戸
市
長

i
~
~
ε
1
 
G
i信
組
ど
G
r佐
川
E
2
1
Z
掛
号
主
{
ぜ
l
令d*
完
¥
J
二
時
(
S
c
h
m
i
d
t
，
Richard;

円
ie
K
l
a
ふ.;e3nd

引
llng
(
1
8
8
8
)
，日
-16.-17)
"Contingit 

Cj
u
a
n
d
o
Cj
lle
，
 Cju
o
d
 actor plur

守
s
ad 
i
d
e
m
 p
r
o
p
o
n
i
t
守
t
edit 
actiones. 

Igitur
守
st
h
o
c
 diligenter 

inspiciendllγll
，
 an 
tunc u
n
a
m
 eligere sit 

C
υ
g
c
n
d
u
ぉ
A
d
q
u
り
d
sic 
brcvil

仁
r
pOlcsl rc

ぉ
p
υ
n
d
c
r
i
，ぐ
j
u
o
d
ぉ
i
aclor plurc

ぉ
l
J
r()I'()【lI
l
c
u
p
u
l
a
L
i
v
c
，
 pu
L
a
 h
a
n
c
 cl 
illam
，
 lu
n
じ
cligcrc

c
o
m
p
e
l
l
a
t
Ul...... ..si 

a
u
t
e
m
 alternative plures p

r
o
p
o
山
t，
p
u
t
a
 illam aut aliam

，
 tu
n
c
 aut c1
e
 facto cert

1.1
S
 est 
et 
scit
，日
u
a
e
sibi 
c
o
m
 

P
ぞ
ti
t，
Cj
llO 
in
ぐ
a
s
u
d
e
b
e
t
 elig
ぞ
re;
si 
a
u
t
e
m
 est lnc

ぞ
rtllS
p
r
o
p
t
ぞ
r
f
a
c
t
u
m
 a
d
v
ぞ
rsarii
，
adhllc 
n
o
n
 est c
o
g
e
n
d
u
s
ぞ
liger
ぞ
V
e
r
u
m
ぞ
文

り
o
n
s
u
守
tudine
generali 

istud 
hodie fere 

inter 
o
m
n
ぞ
s
illdic

守
s
o
b
ぉ
"
.
志
atur
，
Cj
u
o
d
 
n
o
n
 c
o
m
p
ぞ
Ilunt
a
り
t
o
r
e
m
ad 
elig
ぞ
ndllm
，
et 
a
d
m
i
U
l
l
n
t
 

plurcs acl
It川
CS
[JI
υ
p
り
お
ila::;
insimul
，
 dU
Ill 
l
a
m
c
n
 n
り
n
c
o
n
l
r
a
n
出
d
c
 c
m
h
【11
faclo cl n

c
g
o
Li
o
，
 cl 
c
u
m
 h
a
c
 adi
凹
L
i
o
n
c
q
u
i
d
山
1
.
sciliccl 

，
 

円
引で王手

G
i
在主主主~-\tcl垣ムj

回
本
日
記
~
~
主
C
'
1ポ
ピ
X
.
2
，1
1l，
2
 

、ァ
λ
ヘ
"
'
，
¥
1
ト
ヤ
む
?
く
白
半
t
2
'
X
.
2
，1
0
，2
 G
 
r同
1将
(
I
uslitiam)

J
 ~
ニ
小
骨
2
-
&
(
G
主
主
さ
や
ト
ム
-
K
G
苓
民
自
信

~ì':.2。

。
U寸

cuh
叱一。む山内与引



ミ見

「
【
正
義

(
H
5
2
5ロ
こ

に
つ
い
て
一
こ
の
事
例
に
お
い
て
不
動
産
占
有
凶
復
の
特
一
不
命
令

(
E
Z
E三
=
こ
E
E
E

被
特
が
カ
ス
ト
ゥ

ル
ム
を
侵
奪
し
た
場
合
一
、
暴
力
強
奪
物
訴
権

5
2
0
三
寸
Q
D
O
=
ヨ
戸
室
。
=
子
一
と
窃
盗
一
詐
催
百
三
5

E
ユ亡、

そ
し
て
ア
ク
イ

l
リ
ア
法

，" 

訴
権

E
n
-
-
o
r
m
Z
E
E
-
}
仰
の
・
侵
奪
物
に
阻
害
が
与
え
ら
れ
た
場
九
円
)

が
有
効
で
あ
打
、
ぇ
、
加
え
て
公
的
ま
た
は
私
的
思
力
に
つ
い
て
の

訴
権
一
戸
内
庁
目
二

7
二
三
三
】

SEE--EP)
で
も
土
円
訴
さ
れ
う
る
と
述
べ
る
者
た
ち
け
と
っ
て
、
何
れ
の
訴
権
に
よ
っ
て
も
有
責
判
決
が

な
さ
れ
う
る
と
菩
え
る
場
合
、
訴
え
方
が
異
な
れ
ば
そ
れ
に
従
ウ
て
異
な
る
形
で
判
断
さ
れ
一
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
こ
の
事
例
で
は

『正
義

が
自
分
に
な
さ
れ
る
よ
う
要
求
す
る
』
と
い
う
般
的
な
丈
言
が
記
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、

い
か
な
る
方
法
で
原
需
が
訴
え
よ
う
と
し
た
の

か
判
断
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
つ
つ
私
は
以
卜
の
よ
う
に
答
え
る
J

そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
訴
状
を
受
領
し
た
苫
は
愚
か
で
あ
る
、

と
い
う
の
も
、
原
告
は
訴
権
、
ま
た
は
そ
こ
か
ら
同
ら
の
法
的
根
拠

(E253)
か
読
み
取
れ
る
よ
う
な
訴
え
る
た
め
の
カ
ウ
サ

F

のロニ川
d
p

一
防
空
間
】
{
}
戸
)
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

(
円
寸
品
(
)
い
)
。
そ
し
て
、

5
F
f
p
己
主
一
日
一
]
汗
叫
し
れ
に

15)(
し
か
し
受
領
さ
れ
た
場
合
は
有
効
で
あ
る

[
フ
レ
ー
ズ
が
記
載
さ
れ
た
場
合
]
有
直
川
決
は
、
よ
り
小
な
る
有
責
判
浪
を
更
求
す
る
訴
権
に
基
づ
い
て
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
一
口
日
C

コ
戸
口
日
中
一
一
戸
一
ω
戸
珂
ω
ω
N
E
)
C

伺
し
、
訴
訟
山
中
に
証
明
ー
が
て
あ
る
い
は
原
青
が
明
示
し
て
述
、
べ
る
こ
と
で
、

F
3
 

原
土
門
が
ど
の
よ
う
に
訴
え
た
い
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
台
「
そ
れ
に
従
っ
て
判
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
」

古
川
世
紀
に
ア
一
る
ま
で
、

況
ー
と
ん
と
の
著
作
に
注
ぽ
同
旨
の
叙
述
が
見
出
さ
れ
る
一

河
口
。
い
は
占
有
侵
奪
の
事
例
に
閉
す
る
法
文
で
あ
る
ロ
そ
の
際
に
原
告
が
取
り
う
る
手
段
と
し
て
、
複
数
の
訴
権
が
考
え
ら
れ
る
J

即
ち
一
、
「
一
の
事
実
(
カ
ウ
サ
)
か
ら
い
傾
数
の
訴
権
が
導
か
れ
る
場
合
」
と
い
う
こ
と
ピ
な
る
c

そ
の
場
合
に
原
告
が
訴
権
を
特
定
せ
ず
「
訴

え
の
対
象
の
符
ー
疋
」
を
一
般
的
な
も
の
に
留
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
フ
レ
ー
ズ
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
r

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
訴
伏
を
是
浬
す
る
裁
判
官
・
更
な
る
「
訴
え
の
対
象
の
特
定
一
を
詰
求
し
な
い
被
告
は
「
愚
か
で
あ
る
一
ー
と
さ
れ
る

こ
れ
で
は
訴
え
を
認
諾
す
る
か
争
、
っ
か
判
断
す
る
に
必
要
な
情
報
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
ロ
複
数
の
史
科
で
は
、

北法印(6.68)1460 
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一
り
一

権
に
「
訴
え
の
対
象
が
特

JF
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
趣
巳
円
で
H

N

L

念
が
参
照
さ
れ
て
い
る

戸
、
/
ト
ニ
ウ
ス

-
F
・
プ
ト
リ
オ
は
以
下
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
つ

「
(
訴
状
の
)
緒
的
は
特
定
の
訴
権
へ
と
限
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

哀
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
-
と
結
論
し
て
い
る
c

[

以
下
、

百
戸
一
戸
一
一
卜
庄
珂
戸
7
p
v〈

ω
一一日
)

v

し
か
し
て
こ
こ
で
は

V
A
F
戸
こ
い
の
事
例
い
つ
い
て
品
開
放
の
訴
権
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

と
い
、
つ
の
は
、

さ
れ
る
]
・
そ
れ
ゆ
え
、
特
定
の
訴
権
に
よ
っ
て
有
責
川
決
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
訴
状
は
有
効
で
は
な
い

訴
状
の
結
論
が
あ
い
ま
い
で
、
複
数
の
相
違
l
u
別
々
の
、

そ
し
て
別
々
の
竹
質
を
持
つ
一
詐
悩
を
示
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
一
ド
つ
い

て
相
違
す
る
形
で
対
応
が
な
さ
れ
る
が
放
に
で
あ
る
、
別
の
考
え

h
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
つ
即
ち
、

一
般
的
で
人
・
物
・
給
詰
に

中 ~t学説法司F訂~i おける峨梓と、[í 事者': 2・完)

つ
い
て
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
複
数
の
訴
権
を
導
き
得
る
訴
状
は
、
特
定
す
る
よ
う
虫
請
求
さ
れ
な
い
臥
り
有
効
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
別

の
形
に
特
定
す
る
よ
う
請
求

L
な

い

貴

伎

た

ち

[

被

告

]

「

ロ

メ

主

主

ご

」

の
愚
か
さ
の
せ
い
で
あ
る

受
理
さ
れ
・
更
な
る
「
訴
え
の
対
象
の
特
定
」
が
請
求
さ
れ
な
け
れ
ば
一
訴
状
は
有
効
で
あ
り
、
裁
判
官
は
事
実
か
ら
導
か
れ
る
う
ち
被
告

の
有
責
度
が
よ
り
小
さ
く
な
る
訴
権
に
よ
っ
て
判
決
す
る
、

つ
ま
り
フ
レ
ー
ズ
の
効
県
の
「
消
極
説
」
が
採
り
れ
て
い
る
η

ほ
と
ん
と
の
若
一

作
で
こ
の
恨
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
一
つ
の
ロ
ー
マ
法
文
巴
司
(
三
プ
午
と
巴
日
{

Y

]

ブ
]
目
、
そ
し
て
カ
ノ
シ
法
文
同
比
一
に
ど
こ
こ
)
で
あ
る
r

ロ
司
(
}
]
寸
辺

「
判
快
ー
と
し
な
い
場
人
円
は
常
に
、
最
小
の
も
の
に
従
う
一

ロ日()ヨ]斗ヨ
]ωω

「
原
告
よ
り
も
被
告
が
よ
り
有
利
に
扱
わ
れ
る
」

珂
N
-
N
N
-
5
(
己
)
「
:
:
:
と
い
う
の
も
、
巾
」
事
者
の
法
的
地
位
が
判
然
と
し
な
い
場
合
は
、
請
求
す
る
者
(
原
告
一

が
常
だ
っ
一
た
か
ら
で
あ
る
」

の
不
利
に
判
断
さ
れ
る
の

五
世
紀
前
半
に
い
た
る
ま
で
同

ω
】
口

h
の
解
釈
治
で
は
総
じ
て
、

フ
レ
ー
ズ
を
作
っ
た
一
般
的
な
訴
状
に
対
し
て
は

l
述
の
よ
う
に 正

北1生町](6'69)1461 



ミ見

消
極
的
な
姿
勢
が
脈
ら
れ

ブ
レ

1
式

一
の
訴
権
に
「
訴
え
の
対
象
を
特
定
」
す
る
こ
と
が
そ
れ
な
り
に
期
待
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

，" 

を
伴
う
般
的
な
訴
状
で
訴
え
る
こ
と
は
原
告
に
と
っ
て
少
な
く
も
「
【堅守口」

示
し
た
場
令
に
は
、

そ
う
す
る
よ
う
慾
唖
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

の
帰
結
は
も
た
ら
さ
な
い
。
「
訴
訟
中
に
原
生
門
が
訴
催
を
明

フ
レ
ー
ズ
の
池
用
が
除
外
さ
れ
る
」
と
い
う
末
尾
の
文
一
回
は、

し
か
し
、
後
の
「
積
極
説
」
に
つ
な
が
る
と
も
考
え
ら
れ
る
思
苓
が
回
世
紀
後
半
の
著
作
か
ら
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
占
有
の

訴
え
と
本
権
に
よ
る
訴
え
に
つ
い
て
の
叙
述
に
お
い
て
で
あ
る

多
く
の
著
作
が
こ
の
問
題
を
取
り
よ
げ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
章
と
二
章
で
論
じ
た
役
世
の
著
作
と
同
一
の
見
解
が
見
出
さ
れ
ブ
ベ

(
一
四
二
二
年
ま
で
に
主
成
)
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
〈

最
も
整
~
一
た
叙
述
を
持
つ
パ
ノ
ル
ミ
タ
ヌ
ス
の
そ
れ

「
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
カ
ル
デ
リ
ヌ
ス
は
、
一
訴
状
に
普
通
付
記
さ
れ
る

JT
し
て
、
上
述
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
正
義
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
請

求
す
る
じ
と
い
う
こ
の
一
般
的
フ
レ
ー
ズ
の
お
か
げ
で
実
際
に
自
分
が
勝
訴
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
則

ι、
原
土
門
が
訴
状
で
本
惟
に
基
づ

く
訴
権
と
占
有
訴
権
を
導
か
せ
る
こ
と

[
事
実
]
を
申
述

L
、
占
有
訴
権
を
川
示
し
て
結
論
し
た
よ
で
、
末
尾
に
そ
の
般
的
フ
レ
ー
ス
を

付
記
し
た
η

・
そ
の
後
[
才
続
中
に
]
原
告
は
本
権
に
基
づ
く
訴
権
に
関
し
て
証
明
を
位
向
す
る
こ
と
が
で
き
る
η

と
い
う
の
は
、
こ
の

一
般
的
フ
レ
ー
ズ
は
双
方
を
包
含
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
申
述
で
は
以
上
刀
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
、
結
論
は
占
有
訴
権
に
関
し
て

行
わ
れ
、
同
じ
一
」
ー
と
[
訴
訟
]

が
二
反
繰
り
返
さ
」
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

般
的
フ
レ
ズ
が
付
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
中
述
さ
れ
た
本
権
に
基
づ
く
訴
権
を
帰
納
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
上
に
述
べ
た
こ
と
を
許
容
す
る
よ
う
な
こ
と
[
ブ
レ
l

一、口町一
-
5
5
)
」

ズ
]
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
:
:
・
そ
し
て
あ
い
ま
い
な
場
合
に
は
、
原
告
の
解
釈
に
従
う
べ
き
だ
か
り
で
あ
る

占
有
訴
権
と
本
権
に
基
づ
く
訴
権
の
双
方
を
導
き
う
る
事
実
を
申
述
し
た
卜
で
と
ん
ら
か
方
の
訴
権
で
結
論
し
た
場
合
に
、
他
ん
の
訴

権
に
基
づ
い
て
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨
を
、

パ
ノ
ル
ミ
タ
ヌ
ス
は
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
力
ル
デ
リ
ヌ
ス
の
実
際
の
訴
訟
で
の
経

験
と
し
て
語
る
。
そ
の
恨
拠
と
し
て
あ
い
ま
い
な
一
百
明
は
原
需
の
解
釈
に
従
う
と
い
う
考
え
ん
が
提
示
さ
れ
、

パ
ノ
ル
ミ
タ
ヌ
ス
を
初
め
侮

北法印(6'70)1462 



放
の
著
作
4

ロ
!
?
法
文
ロ
戸
「
5
5
が
引
用
さ
れ
て
い
る

ロ日ヨ
]
h
w
品

「
も
し
あ
る
者
が
あ
い
ま
い
な
法
的
恨
拠
あ
る
い
は
防
御
を
用
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
形
で
理
解
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」

【
も
し
あ
る
者
が
法
的
回
収
拠
を
ざ
さ
E

E斤
2
5
5
)

原
告
が

『被
告
が
不
正
に
占
有
し
て
お
り
、

へ
の
注
釈

]
7法
的
恨
拠
-
と
い
う
の
は
、
原
告
に
関
連
付
け
よ
。
例
え
は
、

(
当
該
物
は
)
向
分
に
帰
属
し
て
い
る
』
と
述
べ
た
場
合
、

そ
れ
ら
の
語
句
は
本
権
に
基
づ
く

訴
権
一
ド
も
ム
口
有
訴
催
に
も
帰
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
で
あ
る
‘
防
叫
し
と
い
う
の
は
、
被
告
に
閑
追
付
け
よ
J

例
え
ば
、
被
告

が
こ
の
場
九
円
L

当
訟
物
は
原
告
に
帰
属
す
る
」
と
向
山
し
た
場
人
円
、

そ
れ
ら
の
語
旬
は

『
(
物
が
)
原
告
の
も
の
で
あ
る
し
と
い
う
の
で
は

中 ~t学説法司F訂~i おける峨梓と、[í 事者': 2・完)

な
く

『原
告
に
対
し
て
義
務
刊
け
ら
れ
て
い
る
て
と
い
う
趣
同
円
で
表
川
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
。
な
日
一
な
ら
、
そ
の
方
が
被
告
に
と
っ

て
有
利
で
あ
る
か
ら
・
」

あ
い
ま
い
な
場
合
に
は
被
告
の
有
利
に
な
る
よ
う
取
り
扱
う
と
い
う
上
述
二
の
議
論
と
は
逆
に
、
あ
い
ま
い
な
言
い
方
を
し
た
原
告
に

と
っ
て
有
利
な
解
釈
を
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
η

パ
ノ
ル
ミ
タ
ヌ
ス
以
外
の
著
作
の
叙
述
は
こ
こ
ま
で
の
指
摘
で
終
わ
っ
て
い
る
。

4
 

ハ
ノ
ル
ミ
タ
ヌ
ス
は
引
き
続
い
て
こ
の
考
え
方
を
般
化
L
た。

「
以
上
に
基
づ
き
、
私
は
他
の
事
柄
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
特
諭
す
る
υ

以
ド
i

の
こ
と
に
注
立
せ
よ
事
中
止
の
巾
述
か
ら
惚
数
の
訴
は
慢
が

導
か
れ
得
、
そ
の
内
あ
る
も
の
は
適
切
で
あ
り
あ
る
も
の
は
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
コ
そ
し
て
不
、
直
切
な
訴
権
が
結
論
さ
れ
、
上
述
の
一
般

的
フ
レ
l
又
が
付
記
さ
れ
た
と
す
る
;
:
・
訴
状
は
不
姐
切
な
も
の
と
し
て
却
下
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
適
切
な
訴
権
に
つ
い
て
証
明
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
r

と
い
う
の
は
、

が
一
度
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

の
申
述
か
ら
導
か
れ
得
る
適
切
な
訴
権
を
帰
納
き
せ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
一

同
じ
こ
と
[
訴
訟
]

一
般
的
フ
レ
ー
ズ
は
事
実

原
告
が
「
訴
え
の
対
象
」
を
不
適
切
な
一
訴
権
に
「
特
定
」
し
た
場
台
に
は
、
裁
判
官
が
適
切
な
訴
権
に
変
え
て
判
リ
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

北1生町](6'71)1463 
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二
車
で

7
2
/
ゲ
ル
ス
に
つ
い
じ
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
考
え
方
か
ら
は
そ
の

と
述
べ
て
い
る
。

，" 

更
な
る
般
化
と
し
て
、
原
生
門
が
訴
状
に
フ
レ
ー
ズ
を
記
載
す
る
こ
と
で
八
引
く
訴
権
を
特
定
し
な

(同一

い
形
で
「
訴
え
の
対
象
の
特
『
一
疋
」
を
行
い
作
る
こ
と
が
導
さ
山
山
さ
れ
る
の
で
あ
る
ハ

凶

当
初
、
即
ち
一
二
世
紀
の
カ
ノ
ン
法
文
献
に
お
い
て

フ
レ
ー
ズ
は
職
権
の
積
極
的
な
介
入

を
促
す
も
の
と
し
て
は
必
ず
し
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

フ
レ
ズ
に
よ
り
職
権
が
積

極
的
に
介
入

L
、
客
閥
的
に
見
て
正
当
な
判
断
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
更
な
る

「
訴
え
の
対
象
の

特
疋
」
を
請
求
し
な
い
被
告
が
「
愚
か
」

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
J

他

h
、

プレ
1
1
は

原
土
門
に
と
っ
て
も
必
ず
し
も
「
最
苦
」

の
結
川
本
を
導
く
わ
け
で
も
な
い
c

こ
の
時
白
川
で
は
ブ
レ

l

ズ
は
高
々
、
原
土
門
か
ら
「
訴
え
の
対
象
の
特
定
」

の
負
担
を
免
ず
る
と
い
う
消
極
的
な
効
呆
を
も

た
ら
す
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

-V当
事
者
主
義
」
、

そ
の
立
味
で
は
原
告
の
イ
二
シ
ア
子
ィ
ブ

枠
内
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し

四
世
紀
以
降
、
占
有
訴
権
と
木
権

に
基
づ
く
訴
権
の
問
題
を
間
発
点
と
し
て
、
徐
々
に
フ
レ
ー
ズ
に
よ
る
職
権
の
積
極
的
介
入
が
準

備
さ
れ

一
立
世
紀
の
口

1
7
法
丈
献
に
お
け
る
ブ
レ
ズ
の
効
果
の
開
花
が
導
か
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
と
解
さ
れ
る
り

以
上
の
見
解
は
、
中
世
口

1
7
法
r
干
に
お
け
る
訴
権
問
一
不

一三
-zo
山
内
ゴ
。
口
一
凶
)

こ
コ
h

亡
乃

P

1

d

し

〈

考
え
方
の
准
移
と
符
合
す
る
も
の
と
い
え
る
r

世
紀
後
半
を
境
に
し
て
、
原
詩
が
の
訴
権

に
「
訴
え
の
対
象
を
特
定
一
す
る
原
則
か
ら
、
原
告
の
み
な
ら
ず
被
帯
裁
判
官
の
閑
ワ
も
念
頭

に
置
き
つ
つ
一
の
訴
権
・
侮
数
の
訴
悔
・
事
実
の
巾
述
と
い
う
多
い
ね
な
「
一
耐
え
の
対
象
の
特
定
」

の

フレーズの効果の拡大の推移

占有訴権と本権\~基づく訴権が導かれる場合にどちらかに特定

→適切主訴権による判決

主'-一般化

複数の訴権が導力3れる場合iこーの訴権に特定

→適切主訴権による判決

主'-一般化

北法印(6'72)1464 

原告が訴権在全く特定しない

→適切主訴権による判決



が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ゥ
た
こ
と
が
、
「
訴
権
を
軸
と
す
る
文
献
」
か
ら
は
読
み
取
ら
れ
る
ハ
況
ぽ
回
世
紀
以
降
、
巾
世
学
説
法
訴

訟
手
続
に
お
け
る
「
訴
え
の
対
象
の
特
定
」
は
近
代
法
に
向
け
て
大
事
一
く
変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

2 

訴
権
の
訴
訟
上
の
煮
義
と
職
権
の
関
守
|
l
H
N
L
h

以
下
で
は
ま
ず
、

カ
ノ
ン
法
学
の
議
論
で
訴
権
が
「
訴
え
の
対
象
の
特
J

疋
」
に
お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を

収
、
り
卜
げ
た
上
で

フ
レ
ー
ズ
・
職
権
に
対
す
る
本
法
文
珂

ω
-
h
の
姿
勢
を
詰
ず
る
こ
と
に
す
る
、

二
草
一
で
述
べ
た
よ
う
に
本
法
11
は、

カ
ノ
ン
法
字
に
お
け
る
訴
権
開
一
不
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き

中 ~t学説法司F訂~i おける峨梓と、[í 事者': 2・完)

た
。
口

1
7
法
上
の
個
別
的
一
昨
比
慢
の
カ
タ
ロ
グ
の

E
昧
を
減
殺
さ
せ
、
原
土
門
は
事
実
を
表
示
す
れ
ば
十
分
と
い
う
「
近
代
的
」
な
あ
り
方
を

示
し
た
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
ロ
イ
ン
ノ
ケ
ン
一
ア
ィ
ウ
ス
四
世
に
は
以
下
の
よ
う
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
n

「
カ
ノ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
訴
権
を
提
示
す
る
必
要
は
な
い

門
戸
日
一
。
反
対
珂

N
-
一
一
円
二

b
一
こ
日
珂
ω
一
品
一
三
解
決

カ
ノ
ン
に
よ
れ
ば
、
訴
権
を
提
示
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
一
」
と
に
な
る
が
、
も
し
提
示
さ
れ
て
そ
れ
が
不
適
切
で
あ
る
場
合
は
、
原
告
は

一珂

ω--一、

請
求
し
た
も
の
を

(
何
回
一
]
]
日
)
。

ロ
l
7
法
に
よ
れ
ば
、
訴
権
は
常
に
提
示
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
し3

ロ
ω 
σコ

仁王〉

己防
山弔

CD I~ 

長芯よ
乙 γ り
L 

手

入
iL 
7 o 

が

は
な

カ
ノ
ン
法
と
口

l
マ
伐
と
で
訴
権
問
一
ホ
の
あ
り
方
に
相
違
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
中
世
後
期
を
通
じ
て
本
法
文
の
、
出
解
に
し
ば
し
ば
見

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ノ
ン
法
に
よ
れ
ば
、
原
告
は
特
ー
疋
の
訴
権
を
提
示
す
る
必
要
は
な
く
、
事
実
(
カ
ウ
サ
)
の
提
示
で
十
分
で
あ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
こ
の
占
…
に
つ
い
て
、

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
デ
・
ブ
ト
リ
オ
は
こ
う
指
摘
し
て
い
る
。

「
カ
ノ
ン
法
に
よ
れ
ば
、
一
訴
権
を
訴
状
に
必
ず
し
も
開
示
す
る
必
要
は
な
く
、
単
純
に
そ
こ
か
ら
訴
惟
あ
る
い
は
訴
え
る
た
め
の
法
的
地

北1生町J(6'73)1465 
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位
(
己
主
山
崎
2
E
H
)
が
生
じ
る
よ
う
な
事
実
を
怯
廷
に
表
示
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ノ
シ
法
で
は
訴
権
の
使
用
は
必
要
な
く
、

訴
え
る
た
め
の
法
的
地
伎
の
街
干
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
か
く
し
て
最
終
的
に
は
、
カ
ノ
ン
に
従
う
人
々
古

E
C
Z
E
)
は
U
l

，" 

マ
訟
が
成
立
す
る
以
聞
に
存
存
し
て
い
た
万
民
法
卜
の
衡
平
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
と
恩
わ
れ
る
。
(
そ
の
頃
は
)
白
扶
的
に
の
み
訴
え
が
な

さ
れ
、
事
実
が
巾
純
に
提
示
さ
れ
、
干
の

T
に
よ
っ
て
正
義
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
わ
以
上
の
一
)
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と

が
分
可
能
で
あ
る
カ
ノ
/
涼
に
よ
れ
ば
、
甲
な
る
ん
n
党
一
古
代
E
日
)

に
基
づ
い
て
形
式
を
什
う
訴
権
は
発
生
し
な
い
。
し
か
し
カ
ノ

ン
法
上
、
裸
の
合
煮
(
官
三
戸

-
E
E
E
E
)

こ
一
」
で
は
「
単
な
る
ム
ロ
骨
ご
と
同
義
]

ど

に
本
づ
い
て
訴
え
る
こ
と
は
で
き
る
り
そ
れ
は
ち
ょ
う

け
!
?
法
成
立
以
前
に
、
方
民
法
上
の
衡
平
に
熟
考
つ
い
て
訴
え
て
い
た
の
と
同
一
転
で
あ
る
」

カ
ノ
ン
法
に
従
え
ば
事
実
を
衣
一
不
す
れ
ば

l
分
な
の
だ
が
、
そ
の
事
実
か
ら
訴
権
あ
る
い
は
訴
え
る
た
め
の
法
的
地
位
が
読
み
収
れ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
訴
訟
手
続
を
開
始
す
る
原
動
力
と
し
て
、

ロ
ー
マ
法
い
い
の
訴
権
と
並
ん
で
、

「
万
民
法
上
の
衡
平
」

ロ
ー
マ
法
以
前
の

と
い
う
慨
念
が
持
ち
出
さ
れ

口
!
?
法
上
訴
権
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
単
な
る

(
視
の
)
合
立
に
基
づ
く
訴
え
が
そ
れ
に
よ
っ
て
可
能
に

な
る
と
さ
れ
て
い
る
ι

し
か
し
イ
ン
ノ
ウ
ン
テ
ノ
ウ
ス
凶
世
は
、
訴
権
を
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ぞ
れ
が
不
適
切
な
ら
ば
敗
訴
す
る
と
も
述
べ
ご
い
る

(
一
」
の
恨
拠
ー
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

H
U
H
Z
に
つ
い
て
は
、
下
記
ム
で
検
討
す
る
)
一
。
打
に
述
、
へ
た
よ
う
に
ロ

l
マ
法
卜
の
訴
権
の
党

義
の
相
対
化
が
一
定
程
度
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
訴
権
の
訴
訟
卜
の
意
+
叫
が
川
口
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
つ
デ
キ
ウ
ス
に
は

以
下
の
説
明
が
見
A

つ
れ
る
t

「
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
一
ァ
・
プ
ト
リ
オ
に
よ
れ
ば
、
訴
権
は
必
ず
し
も
訴
状
に
衣
示
す
る
必
要
は
な
い

そ
れ
ゆ
え
彼
に
よ
れ
ば

カ
ノ
ン

法
で
は
訴
権
の
使
用
は
必
要
な
い
。
し
か
し
大
修
道
院
長
[
パ
ノ
ル
ミ
タ
ヌ
ス
ワ
]

は
こ
の
占
…
に
つ
い
て

『こ
れ
法
正
し
く
な
い
』
と
述
べ

る
O
i
-
-
-
方
ノ
ン
法
上
も
訴
権
の
使
用
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と

同
戸
]

ω

]

印
)
コ
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
妨
げ
に
な

H
N
-
]
]
印

北法印(6'74)1466 



ら
な
い
ハ
と
い
う
の
は
、

『訴
権
が
備
わ
っ
て
い
な
く
じ
も
訴
え
る
一
」
と
が
で
き
る
』
と
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

a
訴
権
の
名
称
を
表
示
す

る
必
要
は
な
い
し
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

h
で
あ
る
J

そ
し
て
、
同
じ
こ
と
が
ロ
マ
法
卜
も
一
門
え
る
」

一
前
権
そ
の
も
の
が
必
要
な
い
の
で
は
な
く
、
訴
権
の
名
称
を
表
示
す
る
巴
安
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
、
「
訴
権
問
一
ホ
の
態
様
」
と
し
て

の
訴
権
の
名
称
の
衣
一
不
は
必
要
な
い
が
、
提
示
さ
れ
た
事
実
か
ら
「
訴
え
の
対
象
」
た
る
訴
権
が
「
特
定
」
さ
れ
る
必
更
が
あ
る
、
と
い
う

見
解
は
一
一
一
世
紀
以
降
の
口
マ
二
ス
ト
の
文
献
に
お
い
て
通
説
的
見
解
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

」
の
凸
…
に
つ
い
て

ロ
マ
一
一
ス
ー

と
方
/
一
一
ス
ト
の
聞
で
大
き
な
相
違
は
な
か
っ
た
、

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

パ
ノ
ル
ミ
タ
ヌ
ス
の
以
卜
の
総
括
的
な
叙
述
も
紺
介
し
て
お
こ
う
。
「
訊
権
は
訴
状
に
表
一
ホ
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
あ
る
場
合
は
、
訴
権

中 ~t学説法司F訂~i おける峨梓と、[í 事者': 2・完)

は
そ
の
償
密
な
意
味
で
、
ぞ
の
効
果
即
ち
r

耐
え
る
た
め
の
法
酌
地
位
と
し
て
岬
解
さ
れ
る
。
つ
主
り
、
口
分
の
た
め
に
技
務
利
け
ら
れ
て
い
る
も

の
を
法
託
~
で
訴
ぷ
ー
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
法
的
地
杭
レ
一

L
て
で
あ
る

こ
の
法
的
地
位
は
保
体
物
な
の
で
、
十
五
一
ヤ
す
る
こ
レ
一
は
で
き
な
い

し
か
し
、

い
か
な
る
事
支
か
ら
こ
の
訴
え
る
た
め
の
法
的
地
位
が
結
論
さ
れ
る
か
は
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
あ
る
場
行
は
、
一
訴
権
は

戸
一
の
訴
え
る
た
め
の
法
的
地
位
の
名
称
(
所
有
物
返
還
請
求
訴
権

2
二
2
巳

5
2
5、
提
示
訴
権

R
ゴ。

E
Z
E
Z
Eロ
号
、
時
'
疋
物
の
コ
/
一
ナ
イ

ク
一
フ
ィ
オ

2
z
z
cコ
丘
三
己
な
と
)
ー
と
し
て
理
解
さ
れ
る

ee--

こ
の
1

1

h

つ
い
て
は
、
カ
ノ
〆
法
と
円
マ
法
と
も
と
も
一
つ
の
尾
解
が
あ
る
J

レ
一
い
う
の
は
、
カ
ノ
ン
法
上
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
フ
ス
凶
世
の
よ
う
に
区
別
な
く
訴
権
は
必
ず

L
も
表
示
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
者
が
い
る
一

方、

7
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
よ
う
に
、
中
述
き
れ
た
事
実
か
ら
複
設
の
訴
権
が
導
か
れ
う
る
場
令
に
は
一
の
訴
権
を
去
不
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

?
炉
し
す
る
者
も
い
る
か
ら
で
あ
る
コ
ホ
ス
ナ
ィ
エ
ン
シ
ス
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
に
考
え
て
、
以
卜
の
ょ
っ
に
述
べ
て
い
る
。
通
常
カ
ノ

ン
に

i
れ
ば
事
支
の
表
示
で
十
分
で
あ
る
。
恒

L
、
よ
り
明
確
に
表
示
さ
れ
な
け
れ
ば
被

E
が
誤
っ
た
判
断
を
し
か
ね
な
い
と
什
理
的
珂
由
に
よ

り
裁
判
官
が
判
断
す
る
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い

そ
の
際
に
は
、
裁
判
官
が
白
ら
の
職
権
に
よ
っ
て
補
ー充
を
行
う
(
口
H

N

N

H

)

同
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憾
に
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お
い
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複
数
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見
解
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コ
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u
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あ
る
詐
た
ち
江
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に
訴
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さ
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な
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r
一
考
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な
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=
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習
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れ
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。
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一日
1
h
斗
ー
ホ

~
f
:
 

同
時
期
の

持
ハ
て
い
と
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

ブ
J

〆
式
に
一
品
る
一
一
許
J

の
対
象
の
特
定
一

の
免
除
に
対
}
ぷ
、
基
本
的
。
に
法
治
松
例
。
な
足
解
を

で
は
、
ー
の
事
実
一
〆
カ
ウ
サ
J

か
ら
枠
内
数
の
一
前
比
四
子
専
か
れ
る
場
今
」
の
訴
え
の
対
象

は
と
の
よ
う
に
戸
行
わ
れ
る
の
か

ス
パ
ヌ
Fパ

(
「
一
昨
】
コ
ν

ベ
エ
二
回
弘
一
日
立
℃
N
ご
己
7

W

ゅ

ー
ヴ
フ
υ

〆
F
パ
ド
ツ
用
い
ら
れ
る
事
h

k

y

L

ご
『
て
に
攻
h
u

げ
h
/
問
問
担
で
あ
る
が
、
本
法
丈
ケ
は
殆
と
の
治
作
で
ブ
ぅ
レ
ン
テ
ぅ
ス
・
ヒ

世
紀
段
半
?
一
以
一
ヘ

の
m
h
山
地
誌
記
レ
「
し
に
叙
沖

5
h
じ
い
心

ベ
?
ル
・
人

-
f
J
-
「

j

ン

カ
ラ
ノ
で
は
こ
の
よ
う
に
な
ヲ
て
い
る

戸
づ
っ
レ
シ
一
フ
J

l

ワ
ス
ド
ー
一
日
。
れ
ば
、

札
紋
(
ヰ
は
本
好
が
付
iJ
た、

の八
yf知
(
¥
江
け
川
f
u
寸
る
一
J

の
式
ワ
サ
か
っ
複
数
の
訴
棒
が
日
正

L
、

方
の
訴
俸
と
他
方
一
の
訴
憾
と
で
は
川
一
明
悶
ず
か
R
L
J
'
o
場

一
日
時
土
門
に
よ
っ
て
〉

14
か
な
る
訴
権
で
訴
え
る
の
が
]
宮
山
山
二
円
一
れ
ね
ば
な
ら
な
い
c

と
川
う
の
は
、

の
事
事
の
巾
一
応

ん

u
h
h
パ
い
同
、

'1'1汁:~:~~i'共存抗野おける峨持: ~、 'í 'll昔 日。沼、

己
も
な
く
ば
故
山
一
巨
は

か
ら
複
数
の
買
な
る
判
官

一
方
の
訴
権
F

じ
泣
な
え
他
ん
の
訴
権
で
判
決
ら
形
成
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
と
い
か
ら
戸
、
あ
る
υ

b

そ
れ
ゆ
え
b

... !) 

交
際
、
故
山
川

官
は
探
究
を
わ
い
、

原
告
一
そ
の ペJ

1

静
也
子
導
か
れ
る
馬
台
に
は
、

{
訴
権
の
J

土
方

h
F
を
/
引
つ
よ
う
松
制
し
な
げ
れ
ば
な
り
な
い
t

そ
う
す
る
こ
と
で
、
上
述
の
う
九
訳
注
・

市
川

μ

時
ー
に
一
部
分
で
、

当
日
間
…
工
7
p
h
v

る
の
よ
℃
~
あ
y
G
f
一
こ
の
凸
d

に
つ
H

ん
同
数
め
訴
憎
が
等
か
什
る
日
(
体
例
が
川
市
小
ー
さ
れ
て
八
る
]
引
ず
れ
の
訴
権
仁
よ
り
判
決
を
な
J
q

べ
き
か
が
明
確
に
さ
れ

、
/
/
ん
シ
テ
〆
内
ス
山
」
世
は
h

記
M
R
V
]
{
w
-
Q

で
、
原
告
が
い
?
な
る
法
的
地
位
主
主
)
に
よ
る
の

い
た
こ
判
明
す
る
場
台
は

一C
1

}
ア

k
p
j

J
j
!
f
F
 

ー
一
?
立
叫
し
な
ー
?
っ
七
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
η

こ
の
場
今
、

し
か
I

J

判
明
し
符
な
い
場
合
は
よ
り

よ
り

ζ} 

ネ
ス
-
v
f
J
h
h
n

レ
ァ
ヱ
が
ボ
ス
テ
イ
ム
ン
シ
ス
の
後
一
二
日
ベ
ナ
一
ト
い
こ
ろ
ャ
い
よ
る
し
y

、
力
ノ
ン
の
白
(
実
に
儀
す
わ
ト
ば
、
通
常
は
単
に
事
実
を
捻

り
一
ん
の
訴
権
で
は
な
く
凶
方
の
訴
憾
に
よ
る
と
原
芋
が
考
え
て

ら
な
い

ヨ
ハ
ン

ボ
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
〈

一
什
)
佐
し
、
よ
れ
(
川
崎
川
に
二
一
主
一
ボ

3
れ
な
け
れ
ば
誠
二
J

誤
っ

r引
阪
を
し
か
ね
な
い
1

三
合
理
的
理
討
に
主
り
が
此
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市
川九」

'戸、円
J

一坑
h
l

一vi
、+」。
L
B

一品、
i

J

c

n

p

h

1

1

7

i

 

…山

一円い
w
f
N
N
-
ご
ο

一

判
析
が
判
断
す
る
場
ヘ
円
辻
、

て
の
場
~
円
U
d
、
裁
判
「
引
い
か
怖
光
客
行
、
つ

ド
ぃ
カ
叙
体
で

の
訴
権
力
可
能
性
が
あ
ゐ
に
も
L
P
か
わ
ら
ず
原
告
が
一
に

の
対
内
容
を
に
什
九
一
応
一
ー
し
て
ど
な
い
場
合
の
対
山
と
し

C'門

戸
、
挙
げ
ら
れ

f
い
る
い
υ

の
は
、
志
ヘ
に
以
下
の
一
つ
山
整
注
さ
れ
る
v

¥1ノ

/
純
白
・
裁
判
'
巴
の
請
求
を
受
け
¥
原
告
ァ
将
{
注
目
ヲ
ヲ
ぬ

1段戦
権濯
にか
よ同
る ω

補コ
だ ζ

f従
~t て
if 判
す】、断

心寸

こ
れ
ら
は
能
L
お
こ
そ
異
な
引
、
何
礼
も
職
能
が

に
介
入
す
る
こ
と
を
出
来
す
る
ハ

版
権
に
よ
る
問
ワ
が
認
め
ら

の
汁
染
め
特
定
一

れ
亡
い
丈
乙
と
己
俸
は
に
行
一
材
一
犯
が
っ
と
h

指
摘
し
て
い
る
が
、
ヴ
げ
の
R4六しゃいけ抑メカ

一
ズ
?
解
釈
拾
の
J
I
系
列
的
な
枠
移
は
判
然
ー
と
し

f、

こ
の
点
に
つ
い
て
の
退
院
は
職
権
発
動
に
閲
す
る
寸

ν
i
ザ
へ
の
妥
存

、，F

、、ゐ

J

f
，、
A
J
J

ハ

「
フ
レ
ー
ズ
レ
一
職
比
恨
の
関
係

つ
八
点
1
T

ハJ

6
1一戸一広し

h

一
め
に
は
7
m
r
l
司
令
、
で
あ
る
が

本
私
で
は
古
γ4u
的
な
分
釈
を
/
「
、
つ
用
意
は
な
い
コ
1
M
L
H

で
は

市
め
か
ら
ぺ
一
の
冬
類
慨
に
つ
い
て
問
題
提
起
を

す
る
円
涼
め
る
し

被

'
7
4、
判
官
約
一
諸
ぷ
を
一
党
汁
〉

思
土己
門

元:

い
い
も
同
慌
に
え
ら
れ

の
訴
慨
に
符
一
疋
ず
る
こ
y

は
、
同
時
期
の
口
?
?
渋
川
一
マ
め

i
で
取
h

L

げ
七
M
L
、
一
}
{
}
〕
の
い
汁
鮮
で
も
、
数

E
-
裁
刊
行
が
寸
レ

i
ズ
に
よ
り
般
的
な
訴
え
を
提
起
し
て
き
た
原

ιに
そ
の
「
十
ー
だ
L

を
要
求
す
る
こ
し
が
λ

公
演
に
量
ー
刀
れ
ベ
、
い
h
J

，
i
I

、J
Z

)

:

(

J

ナ

人

必

】

庁

d

一v
一、古川辺
p
f
~

ん
山
一
舎
が
一
の
訴
権
に

の
LF4
象
4
一
特
告
亡
す
る
形
怒
ー
刀
ら

裁
判
J
h
ζ

的
交
快
・
駆
け
引
会
先
決
い
し
ご
一
U
J
Y
m
H
び
ト
デ
る
内
々
の
目
ハ
休
的
モ
f

ノ
ー
?
に
即
し
て
徐
々
に

あ
り
方
へ
の
移
引
を
一
不
峻
す
る
も
の
よ
い
、
χ
ょ
う

-

h

一
)

!
h〈

三日

J

6

さ
れ
い
る

凶

プ

レ

ス
じっ
Pil 

Ltl 
jJ 
矧
がそ
あれ
るが
場木
正「研
iこ究
はの
I~J .tJ 
溜象
U: ト
な。
ノ γ，-， 
¥一ノ

レ

ズ

(
効
雫
あ
る

リ
円
帥
帆
い
惜
の
同
円
」
つ

ω
に
よ
る
判
断
泣
か
な

rJ
の
一
著
作
で
脂
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

Jヘ

!W 

の
適
用
を
玄
球
f
る
の
か
は
叩
や
悦
抄
と
あ
る

]
一
論
じ
た
の
三
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同
様
「
被
牛
門
の
有
責
度
が
よ
り
小
さ
く
な
る
」
形
で
の
判
断
が
行
わ
れ
る
。

一
段
)

方
複
数
の
著
作
に
お
い
て
は
同
戸

ζ
い
に
よ
る
処
理
は
、
ン
ャ

y
ク
・
ド
・
レ
ヴ
ィ
ニ

l

c
h
W
2
H
Z
2
己
何
回

7
-ぬ
ロ
v

( 

凶

。
頃

~、

1 
の
「

「

η 

'" Fち
司
η 

η 
』
) 

η 

「
n 
7 
η 

一
二
九
一
八
没
一
、

そ
し
て
キ
ヌ
ス

一円一=戸切

一
二
九
六

や
ピ
エ
l
ル
・
ド
ベ
ル
ベ
ル
、
ン
ユ

七

の

三

三

と

の
叙
述
に
依
拠
し
て
、
複
数
の
訴
権
の
叫
能
性
が
あ
る
場
合
の
場
九
円
分
け
の
解
釈
拾
に
お
け
る
「
例
外
」
と
し
て
、
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
可
能
性
あ
る
訴
権
の
う
ち
(
)

別
的
な
訴
権
と
作
宏
、

F

一
)
双
方
と
も
一
般
的
あ
る
い
は
悩
別
的
な
訴
権
の
場
合
、
人
心
事
記
載
が
な
い

(mm 

に
な
る
訴
権
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
、
そ
れ
に
続
け
て
ア
ン
カ
ラ
ノ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
つ

一

方

が

般

的

£

2
3
Eよ
一
、
他

h
が
個
別
的

ZE--己
主
)
な
一
許
権
の
場
合
は
個

戸
あ
る
い
は
よ
り
少
な
い

「
以
ー
の
こ
と
は
レ
ヴ
ノ
二
ー
に
よ
れ
ば
真
で
あ
る
。
但
し
、
訴
状
に

a
原
告
は
自
ら
を
、

[
訴
状
に
印
述
し
た
事
実
の
]
す
べ
て
、
そ

中 ~t学説法司F訂~i おける峨梓と、[í 事者': 2・完)

し
て
各
々
を
証
明
す
る
よ
う
義
務
付
け
な
い
』
巳
円
の
フ
レ

l
X
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
場
人
n
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
す
な
わ
ら
、
訴
状
の
余

事
記
載
が
よ
り
少
な
い
か
無
い
こ
と
に
な
る
訴
権
で
は
な
く
、
被
告
に
と
っ
て
よ
り
軽
い
有
官
、
判
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
訴
権
が
開
示

さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
t

そ
の
よ
う
に
キ
ヌ
ス
は
門
戸
ア
日
で
述
べ
て
お
り
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ノ
ウ
ス
回
世
の
珂

ω
-
c
h
に
お
け

切

る
考
え
は
そ
れ
に
十
分
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
」

本
研
究
の
対
象
た
る
「
効
用
あ
る
一
節

で
は
な
く
「
す
べ
て
を
証
明
す
る
よ
う
向
ら
を
義
務
付
け
な
い

フ
レ
ー
ズ
が
持
ち
出
さ
れ
て

い
る
こ
の
「
す
べ
て
を
証
川
す
る
よ
う
肉
ら
を
五
挽
付
け
な
い
」
フ
レ
ー
ズ
は
「
効
用
あ
る

節
」
と
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「

か
ら
複
数
の
訴
権
が
導
か
れ
る
場
合
」
に
お
け
る

の
事
実
(
カ
ウ
ザ
一

「
訴
え
の
対
象
の
特
'
疋
」
と
い
う
問
題
設
定
、
「
よ
り
有
責
庄
の
小

さ
い
」
判
決
を
導
く
訴
権
へ
の
特
定
、

同
日
]
(
)
叫
が
念
頑
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
U
ハ
通
し
て
い
る
r

被
告
に
と
っ
て
よ
内
有
責
度
の
小
さ
い
訴
権
に
よ
る
処
理

一
を
一
不
す
H
N
-
H
C
一ど

は
小
世
P

了
識
法

"γ
に
お
い
て
、
職
権
が
「
訴
え
の
対
象

の
特
定
」
を
行
う
際
の
原
則
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
ロ
「
効
用
あ
る
一
節
」

フ
レ
ー
ズ
も
「
す
べ
て
を と

北1生町](6'79)1471 



ミ見

フレ
1
式
も
そ
の
現
象
形
態
の
で
あ
り
、
「
効
用
あ
る
一
節
」

の
ほ
う
が
佼
に
よ
り
広
範
な
効

証
明
す
る
よ
う
同
ら
を
義
務
付
け
な
い
」

力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
、

と
い
う
仮
説
を
斗
て
る
一
」
と
が
で
き
よ
う
コ

，" 

立

叩
)
職
権
に
よ
る
補
充
に
関
す
る
解
釈
論
の
時
系
列
的
推
移
は
現
時
点
で
は
判
然
と
し
な
い
ハ
そ
の
た
め
以
卜
で
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て

き
た
「
の
事
実
「
カ
ウ
庁
一

か
ら
複
料
品
の
訴
権
が
導
か
れ
る
場
合
」
と
頚
似
し
た
事
例
で
あ
る
「
山
中
述
し
た
事
実
に
対
応
し
な
い
、

切
な
訴
権
を
原
土
門
が
開
示
し
た
場
合
」
に
お
け
る
職
権
介
入
に
つ
い
て
の
解
釈
論
の
推
移
を
、
ご
く
雑
駁
で
は
あ
る
が
取
り
上
げ
て
み
た
い
(

二
ニ
ワ
七
年
)

具
体
的
に
は
、

イ
ン
ノ
ウ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
教
皇
令

H
N
L
L印

に
対
す
る
注
解
で
あ
る
コ

11'1 

イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
回
世
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

「
あ
る
人
が
適
切
な
法
的
松
拠
を
舟
っ
て
い
る
の
に
、
訴
権
が
不
適
切
な
場
合
、
例
え
ば

『私
は
し
か
じ
か
の
農
場
を
あ
な
た
か
ら
請
求

す
る
と
い
う
の
も
、
そ
の
農
場
は
私
に
【

P
E
E
-
-
の
法
的
地
位
百
三

に
基
づ
い
て
帰
属
し
ご
い
る
か
ら
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
私

は
貸
、
土
訴
権

2
2
5
丘二。
E
F
O
)

E
E
E
E
}戸
が
証
明
さ
れ
れ

を
提
起
す
る
』
と
述
べ
た
と
す
r
そ
そ
の
場
合
法
的
根
拠
は
有
効
で
あ
り
、

ば
、
た
と
え
訴
格
が
全
く
不
適
切
で
あ
っ
て
も
、
私
(
川
原
告
一
が
勝
訴
す
る
判
決
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

【
「
ム
制
効
で
あ
る
」
に
つ
い
て
}
以
卜
の
点
に
、
け

E
せ
よ
り
最
初
か
ら
訴
権
が
不
適
切
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
裁
判
官
あ
る

い
は
陪
席
者
は
直
ち
に
訴
状
を
引
き
裂
か
ね
ば
な
ら
な
い

5
7
3
H
)
ハ
一
最
初
か
ら
は
知
ら
ず
徒
に
な
っ
て
、

[
提
示
さ
れ
た
訴
権
と
の
悶

係
で
]
法
的
根
拠
が
有
効
で
な
い
と
、
証
明
に
県
ぞ
つ
い
て
判
断
す
る
か
そ
の
他
の
形
で
決
す
る
場
人
門
(
ロ
ニ
守
F
ア
同
ド
Z

L
印
)

は
、
請
求

が
詐
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り

一
木
法
『
止
で
述
べ
ら
れ

い
る
よ
う
に
)
請
求
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
η

と
い
う
の
は
、
解
釈
に

際
し
て
は
原
告
の
窓
に
従
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る

ロ
司

戸

、J

L 

事
実
の
中
述
に
対
応
し
な
い
、
そ
の
党
味
で
不
適
切
な
訴
権
ι
笠
原
帯
が
開
示
し
た
と
し
て
も
、
裁
判
官
は
で
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
職
権
を
行

使
し
、
事
実
に
示
さ
れ
た
法
的
根
拠
F

に
対
出
し
た
一
品
権
)
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
J

そ
の
恨
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
先
に
「
占

不
通

北法印(6制)1472 



有
一
詐
比
四
と
本
権
に
基
づ
く
訴
権
」

の
処
理
に
お
い
て
職
権
の
積
極
的
介
入
を
正
公
化
す
る
摂
拠
と
さ
れ
た
、
あ
い
ま
い
な
配
裁
は
そ
の
記
載

を
し
た
富
の
有
利
に
解
釈
す
べ
し
と
す
る
口

l
マ
法
文
ロ

p
y
g
で
あ
る
ハ

職
権
の
介
入
に
肯
定
的
な
イ
ン
ノ
ウ
ン
テ
ィ
ウ
ス
凶
世
に
対
し
、
ホ
ス
テ
ィ
ヱ
ン
シ
ス
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
ハ

「
【
訴
権
を

F
E
S
S
)
に
つ
い
て
}
請
求
の
こ
と
。

い
か
な
る
苫
も
、

同
ら
望
ま
な
い
限
り
訴
権
を
表
示
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ

な
しミ

(
H
N
H
岱
)

し
か
し
、
提
示
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
認
め
ら
れ
る
し
か
し
、
不
適
切
な
訴
権
を
提
示
し
た
場
合
に
は
、
被
告
は

そ
の
訴
訟
手
続
に
つ
い
て
無
責
判
決
を
受
け
る
。
・
し
か
る
後
一
ド
、
適
切
に
自
ら
の
請
求
を
構
成
し
た

[
H
一
詐
催
を
選
ん
だ
]
場
合
に
は
、

再
度
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
る
つ
そ
の
よ
う
に
本
法
t
止
で
は
述
べ
ら
れ
、

ゾ
〈
叫
ア
岱
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
:
:
:
[
上
記
の
イ
ン
ノ
ウ
ン
テ
イ

中 ~t学説法司F訂~i おける峨梓と、[í 事者': 2・完)

ウ
ス
回
世
の
見
解
が
紹
介
さ
れ
た
上
で
]
し
か
し
こ
の
見
解
は
明
内
に
、
一
)
の
教
皇
令
の
丈
言
に
反
す
る
り
そ
れ
ゆ
え
、
本
注
釈
(
{
訴
権
を
}
)

の
最
初
に
慨
に
害
か
れ
て
い
る
よ
う
に
述
べ
よ
」

ニ
れ
は

H

N

Y

5
の
明
文
に
忠
実
に
従
う
解
釈
で
あ
り
、
「
訴
え
の
対
象
の
特
定
」

へ
の
職
悔
の
関
与
に
は
否
定
的
で
、
原
告
の
イ
ニ
ン

ア
テ
ノ
ブ
に
全
面
的
に
ゆ
だ
ね
る
見
解
と
い
え
る
η

こ
の
両
者
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
仏
円
見
の
限
り
デ
ユ
一
フ
ン
テ
ノ
ス
の
訴
訟
法
書
出
宮
内
三
二
日

Z
E
E
z
r
へ
の
ヨ
ハ
/
、
不
ス
・
ア
シ
ト
レ

7

工
に
よ
る
注
解
二
三
四

0
年
代
)

に
お
け
る
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
説
へ
の
支
持
が
、
爾
後
の
)
門
戸

7
5
へ
の
注
鮮
で
は
常
に
受
容
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
J

「
{
無
責
判
決
三
宮
コ
-z
ゴコロ

2
)
に
つ
い
て
』
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ノ
ウ
ス
四
世
は

L

法
的
旧
日
拠
が
適
切
で
あ
る
限
り
、
一
肌
格
が
適
切
で
あ

る
か
と
う
か
は
問
迫
に
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
私
が

ー私
は
農
場
を
請
求
す
る
。
と
い
う
の
は
、

そ
れ
は

P
Z
E
E
-己】

の
法
的
地
併
に
基
づ
い
て
私
に
帰
属
し
て
い
る
か
ら
』
と
述
べ
た
上
で
、
貸
主
訴
権
を
提
示
し
た
団
叫
ん
円
、

ι
S
E
E
-
が
証
明
さ
れ
れ
ば

私
は
勝
訴
す
る
こ
と
に
な
る
。
ボ
ス
テ
ィ
エ
ン
、
ン
ス
は
本
法
文

-KωL-z-
に
よ
っ
て
こ
の
見
解
を
台
{
た
す
る
。
[
こ
の
川
題
に
つ
い
て
は
]

北1生町](6'81)1473 



ミ見

「
ア
ユ
戸
フ
、
/
一
ア
イ
ス

の
「
ニ
}
戸
}
よ
ユ

-=E司
王
三
官
c
一一肺門戸三】允明ニ

5
r
z円
予
言

2
5】一
C
4
2
-
E
一
己
一
戸
山
)
を
参
照
寸
よ

〔
出
℃
巾

EM--E-
ニ

】

{

}

】

2
M
L
Z

，" 

同
書
の

-
L
t
戸

-dz-(巳
何
百
戸

0
5
J
E
r
z
E
E
F
こ

2
2

一
計
)

2
-
0
7
2
至
。

2
5一
、
お
い
て
、
私
が
完
全
に
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
説
を
支
持
す
る
た
め
に
書
き
記
し
た
こ
と
を
参
照
せ
よ
」

こ
の
筒
所
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

回
世
紀
半
ば
以
降
に
は
、
原
告
が
不
適
切
な
訴
権
を
提
示
し
た
場
合
に
お
け
る
版
権
介
入
が
、
通
説
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
た
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(

i'Z: 

何
し
、
職
権
が
自
ら
の
イ
二
ン
ア
子
イ
ブ
で
「
訴
え
の
対
象
の
特
定
」
に
介
入
で
斗
さ
る
こ
と
と
、

フ
レ
ー
ズ
と
職
権
の
効
果
が
同
一
で

あ
っ
た
か
は
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
v

当
初
か
ら
同
一
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
寸
レ

l
ィ
ヘ
が
牛
み
山
さ
れ
た
の
か
説
明
し

難
い
。

当
初
は
フ
レ
ー
ズ
に
は
独
同
の
強
い
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
が

「
パ
ン
デ

徐
々
に
版
権
が
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ

む
し
ろ

ク
テ
ン
の
現
代
的
慣
用
」
期
に
兄
ら
れ
た
よ
う
な
確
認
的
役
割
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
想
定
す
る
の
が
向
快
だ
と
思
わ
れ
フ
弓

六
世
紀
以
降
に
お
け
る
「
7
レ

ス

の

記

載

フ
レ
ー
ズ
は

「
宍
事
富
の
イ
一
一
シ

7
一
ア
ィ
プ
で
、
職
権
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
装
置
」
と
し
て
出
発
し
、

が
な
く
と
も
、
職
権
自
作
の
格
他
と
し
て
同

い
な
そ
れ
以
卜
の
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
見
解
に
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た

L
Y

」い
p

つ

甲
」
と
で
あ
る
。

以
卜
、
限
ら
れ
た
形
で
は
あ
る
が
、
中
世
地
問
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
「
効
用
あ
る
一
節
」

ブ
レ
ー
ス
の
佐
移
の
火
安
は
一
ポ
す
こ
と
が
で

き
た
と
解
す
る
c

「
の
事
実
「
カ
ウ
サ
)

か
ら
ぬ
数
の
一
訴
権
が
導
か
れ
る
場
九
円
」
に
お
い
て
こ
の
フ
レ

1

1
、
そ
し
て
職
権
の
関
与
は
、

一
三
(
回
世
紀
を
通
じ
て
原
告
に
よ
る
訴
訟
上
の
請
求
の
法
的
根
拠
づ
け
l

「
訴
え
の
対
象
の
特
定
」

3

3

、一
n

L
/
Lずれ

「
法
廷
法
法
を
知
る

の
必
要
性
を
徐
々
に
軒
減
さ
せ
て

へ
の
移
行
に
際
し
て
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
触
媒
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
フ
レ
ー
ズ
の
機

近
代
の

能
の
具
体
相
、
そ
し
て
職
権
の

「
訴
え
の
対
象
の
特
定
」

へ
の
関
向
J

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
川
は
、
今
役
の
検
討
に
一一
委
ね
ら
れ
る
。

北法印(6.82)1474 
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